
別添様式
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・維持管理費節減効果

－

換地により農地造成区域の地籍が確定

造成された施設（用排水路）の維持管理経費が発生

0.1億円 
・地籍確定効果

・換地により農用地と非農用地を集約・整理

)
地域資産保全・向上効果：

便益額

9.9億円 

乾田化により、葦原だった大半の農地が水田として使えるように
なった。

用水のパイプライン化による水管理労力時間削減効果

区画整理による作業時間短縮効果

・営農経費節減効果

・作物生産効果

前回
再評
価時
(H18)

1.12 (関連事業費：

受益面積
当初

事業費

0.1

区画整理　面積25.5ha（農道6,600m、支線用水5,400m、支線排水路3,100m、客土25.5ha）
幹線排水路　延長2,400m（幅1.8～6.8m、高さ1.2m）

　本地域は、沼津市の西部に位置し、軟弱地盤地域である浮島沼低湿地帯の中心部である。地下水位が高
く、水田としての利用しかできず、地域内の道水路も未整備であった。このため区画整理を実施し、排水
路整備・客土により乾田化を図り、営農条件を改善する。

億円

事業の効果等

総便益

農 業 経 営 向 上 効 果 ：

1,419百万円（H18再評価時） 実績前回

16.9

事業の目的・必要性

1,389百万円

事業量

7.514.2

(

経営体育成基盤整備事業
（地域開発関連型）

事業主体

沼津市

平成19年度
44.4ha 採択年度 平成３年度

実績 平成20年度
完了年度

平成25年1.04

16.2

1.7

・土地改良事業の費用対効果分析マニュアルの改正による評価期間、便益等分析手法の変更に伴い、総費
用、総便益が増加。
・地域で現状栽培されている作物の単収・単価に置き換え。

)

食料の安定供給
の確保に関する

効果

農村の振興に関
する効果

地域独自の
効果

6.9億円 

0.01億円 

Ｂ／Ｃ 基準年

) 8.1－
0.3

平成17年
生 産 基 盤 保 全 効 果 ：

箇所名

事業概要

担当課名[ 農地整備課 ]

市町名

静岡県

番　号 9

女鹿
め　　が

塚
づか

平成26年度公共事業事後評価調書

事業名

14.5事 業 費：

(
Ｂ／Ｃ

－関連事業費：

再整備費等： )
億円億円

0.1農 村 振 興 効 果 ：

食料安定供給確保効果：

事業効果項目

事後

総便益

（２) 事業効果の発現状況

基準年

（１） 費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

費用対効
果

分析結果

－

総費用

16.8

(

事業効果内容

14.2

農 業 生 産 向 上 効 果 ：事 業 費：

総費用 15.9億円

再整備費等：

事業実施前は、農地と非農用地（原野等）が混在していたが、本
事業により農地を集約し連担化

（事後）－農地－7



別添様式

　①

②

事業実施による環境の変化

また、葦が生い茂る耕作放棄地が解消された。

　　・本事業では、産地・地域が求める営農を検討し、必要な整備を実施している。今後、同種工事に
　　　おいても、関係機関等を含め営農について協議し、地域の特色を踏まえつつ効率的な整備を推進
　　　していく。

社会経済情勢等の変化

（３）同種事業への反映等

　　・平成24年4月に新東名高速道路が開通するとともに、東名高速道路沼津インターチェンジからつな
　　　がる東駿河湾環状道路の整備も進んでおり、広域道路網が充実してきている。
　　・農産物は、東名高速道路を利用すれば首都圏まで約２時間の距離にあるため、県内だけでなく東京
　　　の大消費地へも出荷ができ、交通条件は恵まれている。

（２）今後の課題等

（１）地域社会の動向

（２）地域経済の動向

　　・平成17年4月1日に、沼津市･戸田村が合併し、現在の沼津市となった。
　　・沼津市の人口は、平成22年の国勢調査によると約20万人であり、出生率の低下や社会移動人口の減
　　　少によって減少傾向に転じている。
　　・就業人口は約10万人であり、人口推移と同様に増加から減少に転じている。産業別の構成比をみる
　　　と、第２・３次産業で97％を占めており、第１次産業は３％程度（内農業は2.4％）になっている。
　　　平成７年以降の経年変化を見ると、第１・２次産業は減少し、第３次産業は増加傾向を示してい
　　　る。
　　・平成22年農林業センサスによると、地域内の集落の農家の構成比は、専業農家　24.7％、第１種兼
　　　業農家　29.9％、第２種兼業農家45.4％となっており、３／４が兼業農家となっている。

 対　応　方　針　（案）  

　　・効果は十分に発現されており、改善措置の必要はない。
　　・区画整理、農道、用排水路等の整備により、乾田化、営農労力の省力化等が図られた結果、さとい
　　　も、ほうれん草等の畑作物への転換が進みつつあり、沼津市街地や首都圏へ出荷する都市近郊型農
　　　業地域に成長している。

（１）評価結果

　　・現在、地区内に個々の農家が持つ面積は小規模であるが、今後、担い手へ更なる集積を図ってい
　　　く。
　　※担い手：将来的に地域の核となる経営体。市町長が認定する認定農業者や農業生産法人をいう。

ほ場の大区画化、乾田化に伴い、大型農業機械の利用効率が高まり、営農に係る時間が縮小した。
（区画整理実施区域　Ｈ２：975時間/ha/年　→　Ｈ25：445時間/ha/年）

　用水施設（揚水機場、パイプライン）は沼津市が財産管理しているが、草刈り等の賦役は水利組合が実
施している。
　農道、排水路は、沼津市が管理している。

事業により整備された施設の管理状況

換地制度を活用し、混在していた農地と非農用地（原野等）を区分し、農地の集約による連担化を
図った。

（１）生産力の強化について

（事後）－農地－8



縮尺　1/50,000

経営体育成基盤整備事業（地域開発関連型）女鹿塚地区　位置図

国道１号

東海道本線

一級河川　沼川

東名高速道路

新東名高速道路

東海道新幹線
沼津市

富士市

（事後）－農地－9



経営体育成基盤整備事業（地域開発関連整備型）　女鹿塚地区　事業効果

１　排水路整備・客土による乾田化と営農労力削減

事業実施後

乗用型田植え機により営農労力を削減

低湿地帯で軟弱地盤地域である
浮島沼において、乾田化を図る
基盤整備を実施した

葦の生える水田

事業実施前

区画が整った水田

（事後）－農地－10



２　揚水機場・パイプライン整備による水管理労力の削減

３　換地により農地と非農用地を集約・整理

事業実施後事業実施前

農地が狭小な短冊状に配
置され、非農用地が混在し
ていた

非農用地は西側（大沢川周
辺）に集約され、農地は３反
区画に整備された

事業実施後

揚水機場整備により用水を安定供給

事業実施後

給水栓の設置により水管理労力を削減

（事後）－農地－11
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（事後）－農地－12


